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研究実績 

の概要 

乳児が発達成長する上で、摂取する乳汁の質は非常に重要である。栄養学の観点から、

母乳栄養、人工栄養、混合栄養があるが、人工栄養は一般的には牛乳を基本に作れたもの

で、いわゆる粉ミルクである。混合栄養は母乳(人乳)と粉ミルクを併用する場合を指す。

人乳と牛乳の成分の違いについては、いくつか報告もあり、各種タンパク質の含有量比な

ども異なるようである。本研究では、特に乳汁に含まれる脂質成分について、比較するこ

とを目的の一つとした。人乳と牛乳について、食品分析表の含有する脂肪酸比の比較をみ

ると、人乳には不飽和脂肪酸が多く、牛乳と比較して特にω3系脂肪酸の割合が高い。 

昨今、乳汁に限らずω3 系不飽和脂肪酸の栄養学的意義が注目され、ω3 系とω6 系不飽

和脂肪酸比は、日本人の食事摂取基準においても、栄養管理の上で重要な項目の一つであ

る。さらに、これら不飽和脂肪酸からは、微量で強力な作用を有する生理活性脂質が生合

成される。これまでに、ω6系不飽和脂肪酸からは、プロスタグランジン（PG）やロイコ

トリエン（LT）などの炎症促進に働く生理活性脂質が生合成されることが知られている。

これらに加えて、最近、ω3系不飽和脂肪酸のエイコサペタエン酸（EPA）やドコサヘキサ

エン酸（DHA）より産生されるレゾルビン Eや D、マレシン、プロテクチン Dなどの炎症

の収束に働く脂質分子とその受容体などが明らかとなってきた。その詳細な働きや生体内

での存在が明らかにされつつある。加えて、ω6系アラキドン酸（ARA）代謝産物のリポキ

シンも炎症収束に働くことが分かっている。よって、本研究では、これら生理活性脂質を

含めた網羅的な脂質解析を、人乳と牛乳で比較した。さらに、乳腺(乳房)の炎症時には、

乳汁中に含まれる脂質成分の変化と、脂質成分そのものが炎症マーカーとなり得るかにつ

いても検討した。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

 実験結果より、生理活性脂質産生に寄与するω6系アラキドン酸とω3系エイコサペン

タエン酸やドコサヘキサエン酸の乳汁中含有比は、ウシ生乳では、約 5:1、人乳では、約

1:1であり、人乳のω3系脂肪酸の含有量が高いことが示された。また、これら 3種の脂

肪酸総含有量も、人乳の方が約 6.5倍高いことが分かった。加えて、炎症収束に関わるド

コサヘキサエン酸代謝産物のリゾルビンやプロテクチン含有量も、人乳でウシ生乳の約 3

倍高い値であった。以上の結果より、ウシ生乳に比べ人乳では、ω3系脂肪酸含有量が高

く、その代謝産物である炎症収束性生理活性脂質含有量も高いことが明らかとなった。こ

の人乳中の脂質プロファイルの特性が、栄養学的にどのような意義があるのかをさらに調

査する必要がある。 

 次に、正常と乳腺炎（乳房炎）の乳汁中脂質プロファイルの違いを調べたところ、ウシ

乳房炎ではプロスタグランジン D2や E2、リポキシンが有意に上昇し、ヒト乳腺炎ではト

ロンボキサンやプロテクチンが有意に上昇した。このように、ウシ乳房炎とヒト乳腺炎で

は炎症で上昇する脂質分子が異なり、それぞれがバイオマーカーとなる可能性が示唆され

た。 

今後、脂質成分より比較したヒト母乳の栄養学的な意義の解明と、乳腺炎のバイオマー

カーの探索ならびに脂質の質の変化を明らかにしていく予定である。 
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